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Quick×ワンプライス成約車輌　5月度ランキング

コンパクト 
 
1　プリウス 
　平均 H26年式： 111,1万円 

2　アクア 
　平均 H27年式： 76,6万円 

3　フィット 
　平均 H25年式： 52,3万円 

4　ヴィッツ 
　平均 H26年式： 66,0万円 

5　フィットHV  
　平均 H27年式： 86,7万円 

ミニバン･ワンボックス  
 
1　ヴォクシー 
　平均 H26年式： 147,4万円 
2　アルファード 
　平均 H26年式： 274,2万円 
3　セレナ 
　平均 H27年式： 133,4万円 

4　ヴェルファイア  
　平均 H25年式： 201,7万円 
5　シエンタ 
　平均 H27年式： 98,7万円 

軽自動車 
 
1　タント 
　平均 H26年式： 72,6万円 
2　N-BOX 
　平均 H27年式： 89,4万円 
3　ハスラー 
　平均 H278年式： 99,5万円 
4　ワゴンR 
　平均 H26年式： 56,0万円 
5　ムーヴ 
　平均 H25年式： 51,0万円 

SUV・クロカン 
 
1　エクストレイル 
　平均 H26年式： 128,2万円 
2　ハリアー 
　平均 H27年式： 200,4万円 
3　フォレスター 
　平均 H25年式： 130,5万円 
4　ヴェゼル 
　平均 H27年式： 124,5万円 
5　ランドクルーザー  
　平均 H27年式： 276,8万円 

輸入車 
 
1　MINI 
　平均 H24年式： 143,6万円 
2　3シリーズ 
　平均 H27年式：189,8万円 
3　5シリーズ 
　平均 H26年式：200,6万円 
4　Eクラス 
　平均 H26年式：195,1万円 
5　A1スポーツバック  
　平均 H27年式：118,2万円 

　 全体的に現車オークションの影響によりQuick×ワン

プライスへの商談は昨年比１０％近く増加。各カテゴ

リーで大きな順位の変動は無いが、全体的に高年式・

低走行の車両への商談が多く平均価格が６～１２％上

昇しています。  

　 逆に相場高だったランドクルーザーなど海外貿易の

不安定さからQuick×ワンプライス掲載車両への商談

が増加しています。  

クイック･ネットワーク調べ
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中古車輸出状況

中古車輸出　前年比大幅減

ニュージーランドは８４％減

　日本中古車輸出業協同組合がまとめた４月の中古車輸出台数

は、前年同月比６万１６９８台減の５万９８４９台となった。仕向け

国別では、アラブ首長国連邦が22か月連続で首位となった。同

国は、同42.4％減の９７７４台。２位のロシアは、同25.3％減の

８４１０台となった。３位はケニアで、輸出台数は同43.1％の減少

となった。

　全体の前年同月比では、50.8％の減少。上位20カ国で伸び率

が高かった国は、ガーナ（３．５倍／２９９→１０４２台）、ナイジェリ

ア（１．８倍／７２０台→１８１２台）で、アフリカ勢などで輸出台数を

伸ばした。その一方で、ニュージーランド、マレーシア、チリなどが

大きく減少した。前月（３月）比較では、４４．６％の減少となった。

中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より  

2020年5月

Quick×ワンプライス　輸出向け成約車輌ランキング

1位
　ＭＩＮＩ

平均年式　H7年 平均金額　319,000円

2位
　ハリアー

平均年式　H26年 平均金額　1,825,000円

3位
　スカイライン

平均年式　H4年 平均金額　2,370,000円

4位
　ＣＬＫ

平均年式　H14年 平均金額　360,000円

5位
　Ｍベンツ　Ｅ

平均年式　H25年 平均金額　1,950,000円



Quick×ワンプライス出品成約状況

 

平均単価 

前年5月 

129,3万円 

今年5月 

126,0万円 

 

平均単価 

前年5月 

50,3万円 

今年5月 

49,0万円 

Quick×ワンプライス商談は前年から大きく増加しており、現車オークションの出品台数減による影響が出ています。  

先月までは通勤用などの需要増での商談が多かったが、自粛期間解除の動きもあり高額車両への商談が増加しました。今後も小売需要での

Quick×ワンプライス商談は増加していくものと思われます。  

自動車流通新聞AA実績速報 クイック･ネットワーク調べ 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2020年5月新車販売ランキング

日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会連合会発表

軽自動車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  Ｎ-ＢＯＸ  ホンダ  11655  52.4 

２  ミラ  ダイハツ  4504  56.6 

３  スペーシア  スズキ  4392  32.8 

４  ルークス  日産  3911  ----- 

５  デイズ  日産  3849  32.4 

６  ハスラー  スズキ  3529  80.8 

７  ワゴンＲ  スズキ  3322  47.6 

８  タント  ダイハツ  2497  22.7 

９  ムーヴ  ダイハツ  2113  22.6 

１０  ジムニー  スズキ  2046  86.2 

１１  アルト  スズキ  1621  30.4 

１２  ｅＫ  三菱  1331  37.3 

１３  Ｎ-ＷＧＮ  ホンダ  1052  47.5 

１４  ピクシス  トヨタ  922  42.6 

１５  ウェイク  ダイハツ  893  50.1 

乗用車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  ヤリス  トヨタ  10,388  ----- 

２  ライズ  トヨタ  7,916  ----- 

３  フィット  ホンダ  7,235  110.8 

４  カローラ  トヨタ  6,540  89.5 

５  アルファード  トヨタ  5,750  110.6 

６  シエンタ  トヨタ  4,344  57.3 

７  ルーミー  トヨタ  3,713  48 

８  フリード  ホンダ  3,612  54.9 

９  プリウス  トヨタ  3,499  31.8 

１０  ノート  日産  3,470  43.1 

１１  アクア  トヨタ  3,453  44 

１２  ヴォクシー  トヨタ  3,418  53.5 

１３  セレナ  日産  3,012  46.8 

１４  タンク  トヨタ  2,511  40.1 

１５  ＲＡＶ４  トヨタ  2,382  34.9 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自動車業界トピックス
HONDA「FREED Modulo X」を 
マイナーモデルチェンジして発売 
 
　Hondaは、専用のカスタマイズパーツを量産
工程で装着し、販売するコンプリートカーブラ
ンド「Modulo X（モデューロ エックス）」シリー
ズの「FREED Modulo X（フリード モデューロ 
エックス）」をマイナーモデルチェンジして、5月
29日に発売した。 

HONDA「INSIGHT」を 
マイナーモデルチェンジし発売 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Hondaは、ハイブリッド車「INSIGHT（インサイト）」をマイナーモデルチェンジし、5月29日
に発売した。 
 
　「シンプルで時代に流されない、本質的な魅力を備えたクルマ」を目指し開発した3代
目インサイトは、2018年12月の発売以来、シンプルかつ魅力的なロー&ワイドなデザイン
や、1.5L e:HEV（イーエイチイーブイ）がもたらす力強い走りといったクルマの本質を捉え
た魅力に加え、ハイブリッド車であることを感じさせない居住空間、また容量519Lのトラ
ンクルームといった使い勝手においても、ユーザーより好評を得ている。 
　今回のマイナーモデルチェンジでは、これまでのデザインや走り、使い勝手の良さはそ
のままに、上質感を一層高めた新グレードの追加や専用装備の設定など、時代に流さ
れないこだわりを持ったお客さまがライフスタイルに合わせてお選びいただけるよう、ラ
インアップの幅を広げました。 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　今回のマイナーモデルチェンジでは、熟練のエンジニアによる人の感覚を大切にした
開発をさらに追求することで、従来ご好評をいただいている上質でスポーティーな走り
を、さらに深化させた。 
　エクステリアでは、新設計の専用フロントエアロバンパーや専用フロントグリル、専用
LEDフォグライトで存在感を演出。 
　インテリアでは、シート表皮をプライムスムース×スエード調のコンビシートにすること
で質感の向上とともに体の滑りを抑制。ブラック基調のインテリアカラーと合わせて特別
感を演出。 
　また“実効空力デバイス”である3つのエアロフィンを設けることで、走行性能の向上を
追求。Modulo Xシリーズの特長である、上質でスポーティーな乗り味を磨き上げること
でドライバーには爽快な走りを、同乗者にも快適な乗り心地の提供を目指している。 
　居住性と使い勝手の良さを兼ね備えたフリードならではの「ちょうどいい」に、「走る喜
び」をプラスすることで、より一層魅力を高めた。



自動車業界トピックス
オンラインでクルマの商談ができる機能を導入 
 
 
 
 
　プロトコーポレーション（名古屋市中区、神谷健司
社長）が運営するクルマ・ポータルサイト「グーネッ
ト」の中古車情報にビデオ通話などに対応できる
販売店を紹介し、車両状態の確認ができる日時を
予約できる「オンライン商談予約」機能を4月28日よ
りサービスの提供を開始する。 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　「グーネット」に掲載されている国内約50万台のクルマ情報の中からオンライン商談可
能な約20万台のクルマ情報にオンライン商談予約ボタンを順次設置し、ユーザーが希
望の時間に希望のビデオ通話機能等を使いオンラインでクルマ購入の商談が出来る。 
 
　新型コロナウィルス感染拡大に伴い人との接触機会を減らすことが求められている状
況下において、クルマの購入を検討するユーザーや自動車販売店従業員の感染リスク
を軽減しながら、クルマの商談機会を守りたいという自動車情報メディアとして今できる
ことを検討し同サービスを導入した。今後もユーザーの利便性を高めるため、機能の
アップデートを行うとしている。

グーネット自動車流通より

TOYOTA、新型車RAV4 PHVを発売 
 
 
 
　TOYOTAは、RAV4のプラグインハイブリッ
ドモデルとして、新型車RAV4 PHVを、6月8
日より全国のトヨタ車両販売店を通じて発
売した。 
  
　RAV4は、1994年に初代モデルを発売して以来、クロスオーバーSUVのパイオニアとし
て新たな市場を切り拓き、先導し続けてきた。2019年4月には5代目RAV4を発売。ダイ
ナミックトルクベクタリングAWDをはじめ3種類の4WDシステムが示す優れた走行性能、
SUVらしい力強さと洗練さを融合したデザイン、そして、あらゆるシーンに応える、広いラ
ゲージスペースと便利な気配り空間などにより、多くのユーザーから好評を得ている。 
　新型車RAV4 PHVは、RAV4が目指した「Fun to Drive」をさらに突き抜けるべく、新開
発のプラグインハイブリッドシステム「THSⅡ Plug-in」を採用し、開発を進めてきた。
RAV4のハイブリッドシステムよりもフロントモーターとインバーターを高出力化し、大容
量・高出力の新型リチウムイオンバッテリーと組み合わせることで、システム最高出力
225kWを達成、スポーティで力強い走行が可能となっている。EVモードでの「走りの楽し
さ」を長く堪能できるよう、クラストップレベルのEV走行距離95kmを実現。優れた環境性
能も両立させた。 



自動車業界トピックス
５月鉄スクラップ市況 
 
　日本鉄リサイクル工業会（東京都新宿
区）は6月1日、国内の鉄スクラップマー
ケット情報を発表した。 
　 5月の国内鉄スクラップ相場は上昇へ
転じた。新型コロナウイルスの影響で建
材需要は冷え込んでおり、鉄スクラップ
の内需は依然として低調だが、一方で
は市中回収量が減少 

ジャガー・ランドローバー鈴鹿 
６月６日にグランドオープン 
 
 
 
 
 
 
 
 
　ネクステージ（名古屋市中区、広田靖治社長)は、ジャガー・ランドローバー・ジャパン
（東京都品川区・Ｍａｇｎｕｓ　Ｈａｎｓｓｏｎ社長）の正規販売ディーラーネットワークとして、
「ジャガー・ランドローバー鈴鹿」をグランドオープン、６月６日、７日にグランドオープニン
グフェアを開催する。 
 
　フェア期間中は、新型ＪＡＧＵＡＲ Ｆ－ＴＹＰＥを国内初展示するほか、ランドロ＾バー・シ
リーズⅡを特別展示し、ランドローバーの歴史を紹介する。また、最先端車両（電気自動
車・プラグインハイブリッド・ハイパワー）の試乗会を実施、ジャガー・ランドローバーの魅
力を体感することができる。 
　 
　同店舗はジャガー・ランドローバーがグローバルに展開している最新ＣＩを採用、店内は
プレミアムなブランドイメージを演出し、ジャガーとランドローバーの両ブランドを左右対
称に展示するなど、ゆっくりと見ることができる空間を提供している。 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しているため国内需給は引き締まっている。 
 
　 月中には新規輸出成約価格や東京湾岸FAS価格が国内炉前価格を2000～3000円上
回る局面が続き、国内炉前価格は輸出価格を後追いする形で値戻しを続けた。月末の
炉 前 価 格は関 東が2万1000～2万3000円、関 西が2万～2万1500円とともに前 月 比
1500～2000円上昇し、2万円台を回復している。 
　 輸出相場ではベトナムや韓国、台湾から割安感のあった日本産への引き合いが増加
し、月末時点のH2輸出商談価格は2万3500～2万4000円(FOB)程度と、いまだ国内炉前
価格より一段高値にある。トルコ向け米国産HMS成約価格は250ドル台(CFR)を回復して
おり、海外相場も堅調に推移している。 
　 建材需要の回復には時間を要するとの見方が多いが、供給要因により鉄スクラップ相
場は堅調感を取り戻しつつある。3月の鉄スクラップ輸出量が90.3万トンと約4年ぶりの高
水準を記録するなど外需は底堅く、国内相場の値戻しを牽引している。 
 

グーネット自動車流通よりグーネット自動車流通より



最大1,000万円利用可能「Quick×らくらく後払い」大好評!!

※注意 
※1　書類は当社にて預りとなります。入金確認後に書類発送となりますので、名義変更期限を考えてのご返済をお
願いします。 
※2 事前にリース会社による審査・契約が必要となります。 
※3 1台当たり車両価格500万円(税別)までとなります。Quick×スキップサポートと併せて1,000万円までとなります。 
※4 輸入車は一部お取り扱いできないメーカーが御座います。 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Quick×Quick会員特典　SellCa会員共通化 !!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!! 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